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第5回 南極観測実施責任者評議会
(COMNAP)　に出席 して
星 合 孝 男
COMNAPの第5回 年次会合が,1993年6月21日から
25日の問,ニ ュージーランドの南島,ク ライス トチャー
チ市にある国際南極センターで開催された.21か国の代
表が出席 し,我が国からは,井 上正幸文部省国際学術課
長,白石和行助教授,宮 内盈義管理部長,そ して,筆 者
が参加 した,
もともと,　COMNAPは南極観測事業を行っている国
の担当政府機関の責任者が,定 期的に会合 し,共通の課
題について議論し,情報を交換するために組織 したもの
であった.し かし,そこでの合意事項が,実際に南極研
究科学委員会(SCAR)の提案する国際プロジェクトの
推進に貢献 し,南極条約協議国会議(ATCM)の諸勧
告を実行に移す際に有用なことが認められ,　COMNAP
の挙動は,南 極条約体制の中で重要視されるに至った.
SCAR執行部とCOMNAP執行部とは定期的に会合す
ることにな り,本年4月 第1回 の会合が開かれた し,
XVII　ATCM　(1992年)で,　COMNAPはSCARと並
んで,オ ブザーバーの地位を与えられることになった,
COMNAPが,南極観測の実行に係わる諸問題の解決
へ向けての協議を目的としている以上,設 営に関する諸
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課題を避けて通るわけにはいかない,設営問題を扱 うた
めに,設 営 と行動のための常置委員会　(SCALOP)　が
置かれ専門的立場か らの検討 とCOMNAPに対する提
案を行 うことになっている,あ る意味では,　COMNAP
の実質的,行 動的部分を担っているとも言える.廃棄物
の処理に関する焼却炉の性能の検討,代 替エネルギーの
問題,油 流出防止,航 空安全の確保,内 陸旅行技術,情
報交換文書の様式等々,多 岐に亘る事項 を検討 し,
COMNAP総会に提言を行っている.定常的で地味な面
もあるが,極 めて重要な役割をはたしているのである.
今回の会合で検討した議題のうち,科学研究,す なわ
ちSCARに直接関係する大きな問題は,地 球規模環境
変化 と南極に関する専門家グループの提案を,概括的に
支持することとし,この専門家グループの各計画委員会
に参加することを含めて,計 画の推進に協力することと
したことである.ま た,　ATCMの環境保護のための南
極条約議定書に関連しては,新規建設等に先立っての環
境評価 とその後処理,環 境に対する人為影響監視の方法
と実施場所の選定に関する検討を行った.
しかし,今会合が最も時間を割いたのは,観 光 ・非政
府組織の活動についてであった.南極観光は1950年代の
後半に始 まり,最近では,南極半島,ロ ス海にある基地
は,観 光船による多数の観光客の来訪を受け.研 究活動
に支障を来す場合も生 じているとのことである.ま た,
ヨットなどが寄港 した場合には,安全確保,救 難などに
時間と労力を割かれることもあるという.観光客による
自然環境への影響 も懸念されている,科学研究と自然環
境の保護のため,観 光の規制を前記議定書の附属書Wと
する提案が,　XVH　ATCMでなされている,
一方,観光客はその数こそ多いが,南 極大陸に滞在す
る時間,行動は限 られており.長期滞在をし多様な活動
をする観測隊員に比べて,自 然環境に与える影響は決 し
て大きくはない.む しろ,多 くの人が南極の自然の素晴
らしさを味わい,そ こで行われている研究活動の一端に
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触れることは,南極における科学研究に対する認識を深
めることになる.な どの反論 もあって,こ の問題の解決
は容易ではないように思われる.
観光の問題 は,来 年4月 京都で開催 されるXVIII
ATCMの議題にもなっているが,　COMNAP会合での
議論は,法 的な立場を離れて,あ くまでも,現実の問題
の具体的解決法 を探るという立場に限っての議論であっ
た,各基地における実情,各 国の対応策,の 取 りまとめ
を行 うとともに,　International　Association　of　Antarc・
tica　Tour　Operators　(IAATO)　と連携 し,観光業者,
観測実施者の相互理解と協力の下に,双方の共存を図ろ
うと考えたのである.　IAATOは米国の旅行業者を中心
とした南極旅行業者の組織で,す でに,　NSFはこの協
会を通 して,情 報の伝達 ・収集,　ATCMの勧告の周知
徹底を行っており,実効をあげているという,
これまで,東 南極.特 に昭和基地周辺が観光の対象と
なることは,水精 ・景観から推 して,ま ずあるまいと考
えていた,し か し,1992-93年夏期,米 国の業者がロシ
アの砕氷船カピタン ・クレブニコフを用いて,東 南極の
観光航海を行った.数 十人の観光客が,豪 州のケーシー,
モーソン,デ イビスを訪れた.こ の船はヘリコプターも
搭載しているということであるから,氷情の悪い昭和基
地へ観光客が現われる可能性が出てきたことになる.
我 々も受け入れ対策等を準備する必要があると感じたこ
とであった.
なお,次 回会合は1994年8月末か ら9月 にかけて,
XXIII　SCAR総会に合せて,ロ ーマで開催される.
(筆者;国立極地研究所長)
南極設営及び行動に関する常置委員会
(SCALOP)　に出席 して
白 石 和 行
クライス トチャーチでCOMNAPと 同時に開催され
た表記の会合に出席 した.　COMNAPが各国の南極観測
実施機関の責任者の会合で,南 極での活動やオペレーシ
ョン上の問題に重点がおかれているのに対し,この委員
会は主として設営担当者による設営技術上の情報の交換
の場として位置づけられている.今回からオース トラリ
ア南極局のJ.　Sayers氏が議長となった.
この委員会では様々な設営上の問題について,サ ブグ
ルーブを設けて検討し,全体会議で承認されたものを上
部機関であるCOMNAPに具申するとい う方法をとっ
ている.
現在のSCALOPの中心課題は以下のようである.
1)燃料流出防止対策
2)廃棄物処理
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3)航空機の安全
4)代替エネルギー
5)オペ レーションの情報交換
6)新技術の応用
このうち,廃 棄物処理については各国がSCALOPへ
報告するためのフォーマットがすでに完成しており,今
回は特にサブグループ会合はひらかれなかったが,あ ら
たに,「設営水準」　(Benchmarking)　とゴミ焼却処理の
ためのサブグループが,議 長 より提案 された.　Ben・
chmarkingでは各国の設営の実情を調査することとして
いるが,関 心は設営のコストであると思われる,コ ス ト
の評価については各国のオペ レーション方式や予算の仕
組みにより大きく異なるので,そ の点を断酌して評価す
ることは難 しいという意見も多い.ま た,次 回の設営シ
ンポジウムのテーマのひとつにもあげられているように,
「隊員」のマネジメント(募集,訓 練,健 康管理など)
も大きな関心が持たれている,このうち,日本は 「代替
エネルギー」の正メンバーである.筆 者はCOMNAP/
SCALOP合同全体会議,　SCALOP全体会議,「観光問
題」全体会議のほかに,「情報交換」,「燃料流出防止対
策」,「代替エネルギー」の各サブグループに出席をした
ので,そ れらの話題や各国の動静について簡単に報告 し
よう,
南極条約では各国の南極での活動や年次報告や情報交
換 を義務づけているが,　SCALOPのレベルでも,毎年
のオペレーションの情報交換をすることが奨励されてい
る.これは,実際に南極で活動 しているときに,ほかの
国がどこで何 をしているかという情報は大変重要である
からである.特に,飛行情報や通信手段の情報の交換に
ついてはマニュアルがすでに用意されている.
今回.議 長があらたに観測活動全般に及ぶ情報交換の
ためのフォーマット案を示 したところ,南極条約に基づ
く情報交換　(AT　ACT[VITY　REPORT)　との差異につ
いて活発な議論が なされた.現 行のACTIVITY　RE・
PORTの充実により,重複が避けられるのではないか
とも思えるが,こ ちらは外務省の手に委ねられている国
もあるため簡単ではない.ま た.こ れは配布されるのが
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遅 く.実際に現地の観測隊の役に立っていない,結局.
ACTIVITY　REPORTの内容の充実をCOMNAPを通
じて,南 極条約会議に働 きかけることとした.特 に,廃
棄物処理に関する項目の新設が強調された,
代替エネルギー問題に関しては,ま ず,可 能性のある
エネルギー源を挙げたが,結 局,風 力発電と太陽電地に
尽きるということになった.ま た,現在のコストを考え
ると,依然として従来の化石燃料に頼るのがもっとも安
上が りであることは重々承知のうえでなお,わ れわれは
代替エネルギーの研究 と実用化をせねばならないとの決
意が示された.当 面は無人観測点や小規模観測基地での
利用価値が大きいことから,このサプグルーブでは経験
の豊富な日本の貢献が期待されている.
燃料流出防IL対策については,前回すでに,詳細なガ
● イ ドラ イ ンが示 さ れ て お り,基 地 で の 曲 輪 退 時 に お け るオ イル フ ェ ンスの 準 備 や油 タ ン クの 一ドに流 出防1上の 枠 を
設 置す る な どの 対 策 は 〔す で に.オ ー ス トラ リア や ドイ
ツ が着 手 して い る だ け に)今 後,規 則 化 され る 可能性 も
あ るの で,こ の サ ブ グ ル ー プの 対 策 案 は 十 分 フ ォ ロ ーす
る 必 要 が あ る.
現 在 は,流 出 した燃 料 を現 地 で燃 焼 処 理 す る こ と を含
め,極 域 の 海 や 氷 雪 上 で拡 散 した油 の処 置 につ い て,北
海 や極 北 で の 石 油 探 鉱 会社 の経 験 を 参考 に 文献 研 究 を し
て い る.
南 極 海 で の航 行 に つ い て は,船 舶 の等 級 に よ って 行動
海 域 を制 限 す る案 もだ され た.
環 境 問 題 はCOMNAPで の 議 題 で あ る が,本 委ii会
で もオ ペ レー シ ョンや 施 設 に関 連 して 随 時 話 題 にの ぼ っ
た.各 国 の 活動 報告 で も,例 え ば,ド イ ツ と ロ シ ア は 共
同 してSchimacherHl[ls.　〔ノ ボ ラザ レフ ス カ ヤ の あ る
所)に あ っ た、 旧東 独 の 基地 の 完 全 撤 収 に着 手 した こ と
● が 報 告 され た.H本 か ら は昭 和 基 地 建 築 計 画 の 環 と して の 管理 棟 の 新 設 と と もに新 焼 却 炉 の 紹 介 を した.会 議
の 席.ヒで は な い が,西 欧 のあ る代 表 と内 陸 トラバ ー ス に
関 連 して,日 本 の ドー ム計 画 を話 題 に した と ころ,即 座
に 「環境 ア セ ス メン トは 行 った の か」 と い う 質問 が 帰 っ
て きた,ま た,こ れ らの 国 々 は環 境 問 題 へ の 取 り組 み を
積 極 的 に ア ピー ル して い る.こ う した 面 に も これ か らの
我 が 国 の 観 測 計画 は 十 分 に配 慮 せ ねば な る ま い,
設 営 シ ンポ ジ ウ ム を通 じて の 設 営 技 術 情 報の 交 換 は
SCARに 設営 部 会 が 設 置 され て い た 当 初 か ら重 要 視 さ
れ て きた.現 在 は,　SCAR総 会 の 開 か れ る 年(2年fuD
に 同 じ会場 で 開 催 され る.次IUI,(1994年,イタ リ ア}
の テ ーマ は,
代 替 エ ネ ルギ ー の利 用
南極 と宇 宙 の対 比
環 境 保 護 とオ ペ レー シ ョン上 の技 術
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人 的 資 源 の マ ネ ジ メ ン ト1隊Uの 募 集,教 育,訓 練)
科 学 に う らづ け さ れ た新 技 術の 開 発
と な って い る.
国 際 会 議 とい う堅 い場 で あ りなが ら,や わ らか い 雰 囲
気 が 感 じ られ た の は,あ なが ち 筆 者 が昨 年 に ひ き続 い て
出 席 した た め ば か りで な は な く,南 極 を通 じて仕 事 を し
て い る 気 安 さか ら くる もの で あ ろ う.し か し,課 題 は必
ず し も解 決 策 を容 易 に 見い だ せ る もの ばか りで は な い.
これ まで は,ま ず 各 国 の 現 状 を レポ ー トさせ る た め の フ
ォー マ ッ トを作 る こ とが 大 きな 仕'拝で あ っ たが,問 題 は
そ う した レポ ー トを も とに 誰 が どの よ う に 分析 し,対 策
案 を示 す か で あ る.
全 会議 を通 じて,や は り米 欧 圏C[1iでも,米,英,独,
豪の4国)の 発.1言力 が 圧倒 的 で あ る が,設 営 の 技 術 レベ
ルの 点 で は 日本 の 力 は 何 ら遜 色 は な い.我 が 国 の 存 在 感
を示 す う え で,も っ と も効 果 的 な の は 設 営 シ ンポ ジ ウ ム
での 発 表 で あ ろ う.来 年 の シ ンポ ジ ウム で の わ が 設 営 グ
ルー プ の積 極 的 な 発 表 を期 待 した い.
最 後 の 全 体 会 議 で は,今 後 のSCALOPの あ りか た に
つ い て,か な り議 論 され た.こ こ で も,よ り高 い 技 術 力
の導 入 と提 携 を 前 面 に押 し出 す姿 勢 が 明 確 にン」詰 れ た.
(筆者:　IEII,lt/極地 研 究P)i研究 系 助 教 授)
外国人特別研究員としての日本滞在記印象
ポ ー ル ・ア ー サ ー ・パ ー ク マ ン
今flq月 に 来[1する前,1`r田教 授 と私 は2年 間 に わた
っ て手 紙 の や りと り を し ま した.そ れ まで 会 った こ と は
な か っ た の で す が,手 紙 で ホ ス トとな って くれ る こ の研
?
?
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究者は,き っとユーモアのセンスも備え,よ く考えても
くれる人であろうと思いました.私 と家族は日本に来て
もう8か月になります.こ の間ずっと,例外的とも思え
る親切な待遇をしていただきました.そ して喜ばしいこ
とに,私達の期待に満ちた出来事を分かち合ってもらえ
ることになったのです.
私は,南極周辺地域での完新世環境変動 を研究するた
めの国際研究計画を作 り上げるという考えと希望をもっ
て,国立極地研究所にやって来ました.私 は,以前 ロス
海の隆起汀線から採集 した貝化石の分析をしました.そ
して大陸の反対側から得 られる同種の化石を比較したい
と考えるのは至極当然のことと思えました.吉 田教授は
宗谷海岸の貝化石を研究 したことがあ り,こうした研究
の前途に関心を示 したのです.
しかし.実際の研究を始める前に,私 と私の家族,妻
のジュリー,2才 のキャサリン,6か 月のアンナにとっ
ての適当な住居を探 さねばならないという問題に直面 し
ました.吉 田教授ほかの方々の協力で多くの物件を見ま
した.し かし,そ うしたところは遠すぎた り,小さす ぎ
た り,家賃が高かったりしました,で も日本に来てか ら
2か月近 く経って,つ いに幸運な日がやって来ました.
ジュリーが一人の婦人に東板橋動物公園の近くで出会っ
たのです.そ の人の親戚が,自分の家の一部 を貸して も
よいと言ってくれました.私 と吉田教授 はこの話に飛び
付き,ほ どなく契約書にサインして,私 達は極地研究所
ゲス トハウスからここに移り住むことができました.
よい住 まいを見付けることができて,事情はすっか り
変わりました.私達の家は石神井川のそばの,周 りには
高いビルも人通 りの激 しい通 りもない静かな場所にあ り
ます.家 の後ろには小さな公園があり,朝シャワーを浴
びながら,浴室の窓の下の小 さな池で鯉が泳いでいるの
を見ることがで きます,電 車の駅への往復の途中,音楽
の聞こえる旧中仙道を歩いて行 くと,様 々な物が売られ,
焼鳥の匂いが し,人々が笑顔で会釈 しているのを見るこ
とができます.キ ャサ リンとアンナは二人 とも私達の家
から1ブ ロック足 らずの ところにある小 さな私立の保育
園に通っています.二 人の娘が多 くの子供連と友達にな
っただけでなく,ジュリーと私は子供連の家族 と交流す
るという楽 しみを得ることができました.娘 たちは動物
公園の動物がとても好きです.こ とにキャサリンがミン
ゴと呼んでいるフラミンゴと,ア ンナの初めての誕生日
に来てくれた大勢の子供連と一緒に楽しんだ子馬が気に
いっています.恐 らく最も特別なことは,大家さんの親
ノ
戚との間の温かい友情でしょう.卒業式,種 々の記念日.
誕生 日,そ してお盆のような伝統的なお祭 りにまで招待
され ました.こ うしたことを通 じて,私達は地域社会に
歓迎されていると感 じるようになったのです.
私にとって日本で生活することは,その文化 と,国際
社会における科学者であることの精神を学ぶことであっ
たと言えます.私 は日本語とその漢字で作 り上げられた
枠組に魅せられました.私 の日本語の上達は,適切と言
うにはほど遠いのですが,そ れで も日本での生活である
程度 日常の会話ができるようになりました.も っと重要
なことは,日本語で意志疎通を試みると,私達が生きて
いる世界についての将来をともに考えようということに
熱心な人々が,多 くの扉を開いてくれたことで した.
家族と私は,東京の中や地方の幾つかの場所を訪れる
機会がありました.高尾山,御 岳山,長 野,大 島,京 都,
名古屋,北 海道,新 潟などです.神社仏閣は.日 本の社
会の豊かな文化の,美 しいあかしです.山 で温泉に入り,
海を眺め,ま た急流の傍らに停んでは気分を新たにしま
した.家 族みんな日本の食べ物がことに好きで,ご飯 と
お刺身は日常の食事の中に取り入れています.食べ物を
味わうだけでな く,いつも日本料理の多様さと芸術的な
盛り付けに感動しています.
日本で生活して味わう多くの喜びは,こ こでの研究の
すべてをより楽しいものにしてくれています.本 吉さん
ほかの方々の助力を得て,貝 殻の分析のうちX線 回折
分析などを極地研究所で行 うことができました.他 の分
析には,吉 田教授の力添えと助言で,日 本のあちこちの
研究室の研究者が協力 してくれています.私 は,日 本人
研究者が共同研究に関心を持っていることがわかり,私
達の予備的な努力の成果は,大変励ましになるものと思
っています.日 本人科学者との共同研究に加えて,吉 田
教授は研究を国際学界に広げられるようにしてくれまし
た.この10月.極地研究所の例年の地学シンポジウムの
一環として行われる南極沿岸地域における完新世環境変
動に関するワークショップに数名の外国人研究者が参加
する予定です.
家族とともに,私は最も忘れ難い時を過 してお ります.
私の唯一・の嘆きは,今 年があまりに早 く過ぎつつあ り,
間もなく私達の故郷であるオハイオのコロンバスに帰る
時が来てしまうことです.私 は今年始まった共同研究と
友情が,来 るべき年月に花咲き実 り続けることを強く望
んでおります.
　　　　　　　　 Paul　Arthur　Berkman
(日本学術振興会外国人特別研究員)
(訳者:吉 田栄夫)
第35次南極地域観測隊員決まる
今秋11月14日出発する第35次南極地域観測隊56名(越
冬隊40名,夏隊16名)のうちすでに決定 している隊長,
副隊長を除 く隊員45名及び外国基地派遣者2名 が,6月
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18日に開催 された南極地域観測統合推進本部総会で決定
され,同 日発表 された.残 る9名 及び外国基地派遣者1
名については,現在選考中である.
第35次隊は,例年通りの定常観測のほか,研 究観測と
して,宙 空系の 「極域擾乱と磁気圏構造の総合観測」,
気水圏系の 「氷床 ドーム深層掘削観測計画(5年 計画3
年次)」,地学系の 「第n期 東クイーンモー ドランド地域
の雪氷 ・地学研究計画(8年 計画6年 次)」,生物 ・医学
系の 「海氷圏生物の総合研究(5年 計画3年 次)」等を
実施する.
また,設 営面では,「昭和基地整備計画(8年 計画3
年次)」として,高 床式通路及び防火区画の建設をする.
第35次南極地域観測隊の夏期総合訓練
第35次南極地域観測隊の夏期総合訓練は,渡邉隊長以
下,関 係者65名が参加 し,長野県にある文部省菅平高原
体育研究場において,6月21日～6月25日までの5日 間
にわたって行われた,
この夏期総合訓練では,観測隊の任務 として遂行する
計画等について,隊員各自に自覚を求め,ま た,出発ま
での短い準備期間を有効なものにすることを目的 とし,
南極観測に関連した講義を行うとともに,各種の情報提
供と救急,消 火等の実技訓練を実施 した.
また,隊 員全員が一堂に会する数少ない機会を利用 し
て,自 然の中でのチームワークづ くりや各部門ごとに分
かれた分科会,検 討会が夜遅 くまで行われた.
観測隊だより
6月に入 り太陽の出ない極夜期を迎えた.天気は安定
した日が多 く,快晴日数は10日間もあった.しか し暗夜
期のため,野 外行動は隣の西オングル島テレメータ基地
の保守を行っただけで,活動は基地内や屋内作業を中心
に行われた.
各国共通の越冬期間中の最大のお祭 り行事であるミッ
ドウィンタ一票は,6月20日の前夜祭から3日間に亘 り,
種々の趣向を凝らした催 し物が行われ,思 い出に残る行
事となった.ま た全員が講師となる南極大学も開校され,
太陽の出ない時期を有意義に過ごした.
7月10日に久 しぶ りに太陽と再開し,い よいよ越冬生
活は後半戦に入った.快 晴時には冷えこみも激しくな り,
-35℃の 日が6日 間もあり,26日には月としては歴代
3位の一39.9℃を記録 した.観 測活動は各部門 とも順
調に経過 しているが,7月12日に起 きた北海道南西沖地
震は基地の地震計,超 伝導重力計にもはっきり観測され,
地震規模の大きさを感じさせた.設営関係では8月 に予
定している,内陸旅行準備が最大の作業であり,雪上車
の整備,装備品の準備,食 料のパ ックなどが着々と進め
られた.
日照時間が増えるにつれ野外活動も活発になり,基地
周辺の生物調査,海 底地形調査,ラ ングホプデへのルー
ト工作,内 陸旅行に備えての大型雪上車の大陸Sl6地点
への輸送などが忙 しく行われた.
レ来訪者く
平 成5年3月8日 ～3月10日 　 Prof.　FRYXELL,　G.A.
(テキ サ ス農 工 大 学 教 授)
3月15日 ～3月18日 王 良 璋　 (Prof.　WANG,
Liangwei)　(蘭州 氷 河 凍 土 研 究 所 教 授)
諏 建 玉　(Dr.　TAN,　Cengung)　(同助 教 授)
3月16日 一3月18日 　 Dr.　MACDONALD,　R.W.　(カナ
ダ 水 産 海 洋 省 海 洋 科 学 研 究 所 プ ロ ジ ェ ク ト リー
ダ ー)
3月29日 ～4月1日 　 Dr.　GLEBOVITSKY,　V,A,　(先
カ ンプ リア 地 質 学 年 代 学 研 究 所 研 究 員)
3月30日 ～3月31日 張 万 昌　 (Mr.　CHANG,
Wangchang)　(蘭州 氷 河凍 土研 究所 研 究 員)
4月17日～4月27日 　 Prof.　JOHNSEN,　S.　(アイ ス ラ ン
ド大 学 科 学 研 究 所 教 授)
Ms.　KR[STIUSDOTT[R,　P.(同研 究 員)
Dr.　GUNDESTRUP,　N.　(コペ ンハ ー ゲ ン 大学 地
球 物 理 学 研 究 所研 究 員)
Mr,　HANSEN,　S.　〈同 研 究 員)
4月17日 ～4月30日 　 Mr.　SCHWANDER,　J.　(ベル ン
大 学助 手)
Mr.　RUFLI,　H.　(ベル ン大 学 主 任 技 官)
平成5年7月1日 付け人事異動
昇 任
山 内 恭
(助教授研究系)
教授北極圏環境研究センター
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭 和 基 地
(Syowa;89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pfessure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　〔m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.mean)　(m/s>
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数 　(Number　of　clear　days)
7月 8月
一21.0-20.5
-6 .0-3.1
-39.9-42,2
981.2978,1
1.OL2
6664
6.86.7
28.6(22.NE)41.7(3.ENE)
34.5(22.NE)51.0(3,ENE)
6,36.7
74
【極地豆事典】
南極氷床中の物資
現在人間活動の影響は地球上様々な地域に及んでい
る.しか し大陸の大部分は北半球に遍在しており,ほ
とんどの人類活動も北半球に集中 している.従 って南
極地域は厳 しい自然環境の基,地 球上で未だ人間活動
の影響が少ない地域のひとつであると考えら
れている.と りわけ圧倒的な面積の氷に囲ま
れている南極氷床内陸部は,地 球上で地理的
には最 も環境汚染か ら隔絶されている地域で
あると思われてきた.
水素の放射性同位体である トリチウムは.
核実験が盛んに行われた1960年代に全世界的
に高濃度になった環境放射能である.南 極地
域では現在で も融けずに堆積 している積雪内
部層に残 された トリチウムから,当時の南極
地域での降下濃度を論 じることが可能である.
図が当時の各地域の濃度であるが,内 陸部ほ
ど高濃度になってお り内陸部での高濃度は当
時盛んに核実験が行われた北半球の最高濃度
地域にも匹敵 している,こ のように北半球で
生 じた物質が直接南半球の南極氷床内陸部に
顕著に出現している.
これには特殊な物質移動過程が介在 してい
る.積雪中の トリチウムは トリチウムを有し
た水蒸気が凝結 して供給されるが,そ のほとんどが大
気中では成層圏に遍在 している.す なわち極低温であ
る南極内陸部上空では成層圏の水蒸気まで凝結 し沈降
していくため,物 質移動過程に成層圏の寄与が大 きい
のである.地 球上で赤道域は成層圏の泉と呼ばれ,時
として成層圏にまで突き抜ける上昇流が発生 している.
逆に南極域 は成層圏の物質まで沈降 させている.地球
全体 を総体 として理解 して初めて南極氷床中の物質も
理解できると考えられる.
げ
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